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      心子能そみ お


      こらば 困窮


      志多る登きを


      思ひ出寿へし





     心に望み


     起こらば


     困窮したる時を


     思ひ出すべし





※ 子曰、飯疏食、飲水、曲肱而枕之、在陋巷、楽亦在其中矣。不義而富且貴、於我如浮雲。（論語・述而）





※「粗食を食らい、水を飲み、肘を枕にし、陋巷にあり、楽しみ亦その中にあり。不義にして富み且つ貴きは 我においては浮雲の如し。」











     いそく遍可ら


     寿 不自由遠


     徒ねとおもへ


     者 不足なし





     急ぐべからず


     不自由を


     常と思えば


     不足なし





※ 在陳絶糧、従者病、莫能興。子路慍見曰、君子亦有窮乎？


子曰、君子固窮、小人窮斯濫矣。「衛霊公」





※ 陳に在りて糧絶ゆ、従者病み、よく起つことなし。子路怒りていはく、「君子も亦窮することあるか？」と。


子いはく、「君子もとより窮す、小人は窮すればすなわち濫すなり」と。





    


     堪忍盤 無事


     長久能 毛と為


     い可里者 敵登


     於もへ 可つ事





     堪忍は無事


     長久の基（もとい）


     怒りは敵と


     思え 勝つ事





※ 哀公問、弟子孰為好学？  孔子答曰、有顔回者、好学、不遷怒、不貳過、不幸短命而死矣、未聞好学者也。（論語・雍也）





※ 哀公問う、「弟子、誰か学を好むや」と。


孔子答えていはく、「顔回という者あり、学を好めり。怒りを遷さず、過ちを再びせず、不幸なるも、短命にして死せり、未だ学を好む者を聞かざるなり。」





  家康公 御遺訓





      人乃一生ハ お


      も起荷を 於


      ひて 遠き道


      越 ゆく可如し





      人の一生は 


      重き荷を負いて


      遠き道を


      行くがごとし





【注】 孔子の教えの儒教は徳川幕府の国学。


※曽子曰、「士不可以不弘毅、任重而道遠。仁以為己任、不亦重乎？死而後已、不亦遠乎？」（論語・泰伯）





※「士はもって弘毅ならざるべからず、任重くして道遠し。仁をもって己が任と為す、亦重からざらんや？  死してのち已む、亦遠からざらんや？」











     は可里志利天


     ま久ること越


     し羅さ礼ハ


     害みニ至る





     ばかり知りて


     負くることを


     知らざれば


     害 身に至る





※君子成人之美、不成人之悪、小人反之。（論語・顔淵）


※「君子は人の美を成し、人の悪を成さず。小人は之に反す。」


※※子曰、鄙夫可與事君也與哉？ 其未得之、患得之。既得之、患失之。苟患失之、無所不至矣。（論語・陽貨）


※※「其の未だこれを得ざれば、これを得んと患い、既に之を得ば、これを失することを患う。いやしくもこれを失するを患はば、至らざるところなからん。」








      己をせめて 人


      遠責る那 及者


      さ流盤 過多る


      より ま佐連利








     己を責めて


     人を責むるな


     及ばざるは


     過ぎたるよりまされり





※ 子曰、克己復礼為仁。（論語・顔淵）


※「己に克ちて、礼を履み行うを、仁と為す。」





※※ 子曰、過猶如不及。（論語・先進）


※※「過ぎたるはなお及ばざるが如し」
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